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概要
本論文では，半構造化インタビューを対象とし
て，状態遷移モデルと大規模言語モデルを組み合わ
せた対話制御の枠組みのモデル化を提案する．具体
的には，状態遷移モデルの各状態におけるインタ
ビュアの発話生成，および，インタビュー対象者の
発話理解に基づく条件分岐判断において大規模言
語モデルを適用する．そして，インタビュー対象者
の回答に応じて質問項目のスロットを生成・更新し
ながら，インタビュー対話における柔軟な対話制御
を実現する．また，提案手法により，複数のインタ
ビュー対象者との間のインタビュー対話を通じて，
インタビューテーマの話題構造を構築し，半構造化
インタビューを効率よくモデル化する仕組みを実現
する．

1 はじめに
本論文では，半構造化インタビュー [18] を対象

として，状態遷移モデルと大規模言語モデル (Large
Language Models: LLM) [1]を組み合わせた対話制御
の枠組みのモデル化を提案する．半構造化インタ
ビューとは，インタビュー対象者全員との対話を
開始する前の準備段階において，一部の質問項目
のみが用意された状態からインタビューを開始し
て，インタビュー対象者全員との対話を通じて，イ
ンタビュアが漸進的にインタビューテーマの話題
構造を構築していく点に特徴がある．本論文では特
に，半構造化インタビューの一例としてキャリア面
談 [7, 8, 9]をとりあげる．そして，状態遷移モデル
の各状態におけるインタビュアの発話生成，およ
び，インタビュー対象者の発話理解に基づく条件分
岐判断において LLMを適用する．そして，インタ
ビュー対象者の回答に応じて質問項目のスロット
を生成・更新しながら，インタビュー対話における

柔軟な対話制御を実現する．本枠組みにおいては，
LLMをインタビュア役エージェントとして位置付
け，発話生成および質問項目のスロット生成，ス
ロットフィリングの役割を担わせる．一方，インタ
ビュー対話の対話制御については，状態遷移モデル
によってモデル化する．また，提案手法により，複
数のインタビュー対象者との間のインタビュー対
話を通じて，インタビューテーマの話題構造を構築
し，半構造化インタビューを効率よく実現する仕組
みを実現する．本論文の貢献は以下の二点である．

1. 対話制御の難易度の高い半構造化インタビュー
対話を対象として，状態遷移モデルおよび LLM
を統合した対話制御の枠組みを適用する．

2. 提案手法によって，複数人を対象とした半構造
化インタビューにおいて，インタビュー対話の
話題構造が漸進的に構築される仕組みをモデル
化できることを示す．

2 関連研究
近年，インタビュー対話システムに関する研究事
例が多数報告されており [28, 3, 14, 16, 29, 22, 19, 6]，
一例として，就職面接におけるインタビューシステ
ムが挙げられる [24, 25]．半構造化インタビューの
実施を想定した対話システムとして，菅野ら [15]は
Critical Decision Method (CDM)を活用した半構造化
インタビューを自動で実施する対話型エージェント
を提案している．また，井上ら [12]はアンドロイド
を用いた就職面接対話システムを構築した．同シス
テムでは，事前に用意された 4つのトピックに基づ
き，ユーザ回答のキーワードや充足度に応じて掘り
下げ質問を生成している．
また，インタビュー対話システムに関連して，ス
ロットフィリング型対話システムに LLM を活用
し [11, 13, 23, 2]，GPTの高い言語理解能力を活用す
ることにより，対話システムの性能を向上させる取
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図 1 構造化インタビュー・半構造化インタビューのイメージ図

り組みが行われている [26, 4, 10]．中野ら [21]は歓
迎会の企画相談のシチュエーションで，事前に場
所・会費などの 6つのスロットを，ユーザの発話内
容に応じて GPT-4で更新する手法を提案している．
さらに，駒田ら [17]は，テーブルトークロールプレ
イングゲーム (TRPG)のシナリオ整合性を保つため，
対話履歴を基に動的スロットを生成する手法を提
案している．TRPGではシナリオ記録が主目的であ
り，情報の深堀りは重視されないが，半構造化イン
タビューでは新たな情報を得るために必要に応じ
て新たなスロットを動的に生成する必要がある．ま
た，橋本ら [7, 8, 9]は，看護管理者が行うキャリア
面談の効率化と質の向上を目的として支援を行う
対話システムを構築した．橋本ら [7, 8, 9]の成果を
ふまえて，本論文でも，看護管理者が実施するキャ
リア面談に着目し，インタビュー対象者の状況に応
じてスロットを動的に生成しながら情報を深掘り
していく半構造化インタビューのモデル化を行う．
特に，本論文では，状態遷移モデル・LLMを統合
した枠組みによって，複数のインタビュー対象者を
対象とした半構造化インタビューにおいて，インタ
ビュー対話の話題構造が漸進的に構築される仕組み
を実現する点に取り組む．

3 構造化・半構造化インタビュー
代表的なインタビュー形式には構造化インタ

ビューと半構造化インタビューがある．これらの形

式は，インタビュー開始前の時点で質問リスト・ス
ロット構造が確定しているか否かの点が大きく異
なっている．構造化インタビューと半構造化インタ
ビューのイメージ図を図 1に示す．

3.1 構造化インタビュー
構造化インタビューは，事前に設計された質問項
目に基づき，同じ内容・順序でインタビュー対象者
全員に質問を行う (図 1 左)．本論文で対象とする
キャリア面談の例 (図 1)では，インタビュアは，「業
務内容」，「目標」，「身につけたいスキルや知識」に
ついてこの順に質問する．この形式は，結果を整
理・数値化しやすいという利点がある一方，インタ
ビューの途中で生じた新たな着想や追加で聞きたい
内容を引き出すのが難しいという問題がある．

3.2 半構造化インタビュー
半構造化インタビューにおいては，あらかじめ基
本的な質問項目を用意しつつ，インタビュー対象者
の回答内容に応じて質問の順序を変えたり，新たに
質問を追加できる点に特徴がある [27](図 1右)．イ
ンタビュアはインタビュー対象者全員との対話を通
じて，インタビューテーマの話題構造を漸進的に構
築していく [5, 20]．この形式は，質問の自由度が高
く，インタビュー対象者や状況に合わせて深堀りす
ることができるため，構造化インタビューでは得ら
れない話題構造を得ることが可能である．ただし，
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図 2 構造化インタビューの状態遷移図

インタビュアの熟練度によって得られる結果に大き
なばらつきが生じるため，インタビュー技術や経験
が求められる．

4 構造化・半構造化インタビューの
ための状態遷移モデル
本論文では，構造化インタビューと半構造化イン

タビューの対話進行を制御するため，状態遷移モデ
ルを用いる．構造化インタビューおよび半構造化イ
ンタビューの状態遷移モデルをそれぞれ，図 2，お
よび，図 3に，また，それらの両方で共通に用いら
れる対話遷移の「共通モジュール」を図 4に，それ
ぞれ示す．

4.1 共通モジュール [7, 8, 9]

まずインタビュアはインタビュー対象者のキャ
リア自己申告シート (来年度の希望や研修の希望，
キャリア開発の計画について尋ねる選択式と自由
記述式のアンケート)を受け取る．その後，インタ
ビュアはインタビュー対象者のキャリアを聞き出
す対話の前に，インタビュー対象者と距離を縮める
ための雑談を行う．インタビュアは雑談の中でイン
タビュー対象者のキャリアに関する話題が出たと
判断すると，その情報を受け取り，最初のスロット
フィリング1）を行う．以降は以下のサイクルを繰り
返す．

1） ここでのスロットフィリングの詳細手順は，構造化インタ
ビュー・半構造化インタビューの別によって異なる．

1. 対話を終了するかどうかを判定する．
2. 対話を終了しないと判定した場合，インタビュ
アは次の質問を生成し2），インタビュー対象者
に質問を行う．

3. インタビュー対象者が質問に回答すると，イン
タビュアはその発話を受け取る．

4. 空のスロットを埋める (スロットフィリング)3）．
インタビューを終了する判定が出るまで，このサイ
クルを継続する．

4.2 構造化インタビュー
構造化インタビューの手順は，以下の点を除い
て，ほぼ前節の「共通モジュール」のままである．
すなわち，前節の「共通モジュール」において，1)
「質問生成」においては，初期段階で与えられた質
問項目の一覧のうちの空のスロットを埋めるため
の質問を生成する．2)一方，「スロットフィリング」
においては，初期段階で与えられた質問項目の一覧
のうちの該当するスロットを埋める．

4.3 半構造化インタビュー
図 3 に示すように，全体の流れは構造化インタ
ビューとほぼ同様である．ただし，スロットフィリ
ング後に，インタビュアがその時点までの対話履歴
やスロット集合を参照し，新たな空のスロットを生

2） ここでの質問生成の詳細手順は，構造化インタビュー・半
構造化インタビューの別によって異なる．

3） ここでのスロットフィリングの詳細手順は，構造化インタ
ビュー・半構造化インタビューの別によって異なる．
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図 3 半構造化インタビューの状態遷移図

成する点が異なる．生成されたスロットはスロット
集合に追加される．その後は構造化インタビューと
同様にサイクル (終了判定，質問生成，インタビュー
対象者の発話，インタビュー対象者の発話の受け取
り，スロットフィリング，新しいスロットの生成)
を繰り返し，対話を終了する判定が出るまで，この
サイクルを継続する．

5 状態遷移モデル・LLM による半
構造化インタビューのモデル化
本論文では，LLM をインタビュア役として用

いて，半構造化インタビューの状態遷移モデル
に基づいて対話を制御する．具体的には，イン
タビュアの雑談生成，スロットフィリング，新し
いスロットの生成，スロットを埋める質問の生
成，対話終了判定などの条件判定といった複数
の役割を LLM に担わせる．プロンプトにはタス
ク指示とその時点までの対話履歴及びスロット
集合を含める．LLM には，OpenAI 社が提供する
GPT-4o(gpt-4o-2024-11-20)4）を用いる．また，状態遷
移モデルの実装には LangGraph5）を使用する．

6 キャリア面談 [7]への適用
本論文の半構造化インタビューの枠組みをキャリ

ア面談 [7]に適用する．まず，インタビュー対象者

4） https://openai.com/index/hello-gpt-4o/

5） https://github.com/langchain-ai/langgraph

となるユーザシミュレータを LLMで構築する．具
体的には 16 種類のペルソナ (表 1 に示す名前や年
齢，性別，キャリアの方向性など)を設定し，それ
ぞれのキャリア自己申告シートに回答した形を想定
する．16ペルソナとの対話例は，いずれも雑談を含
む形で最短 8ターン，最長 14ターン行われ，平均
で 9.9ターンであった．それらの対話例を分析して
得た話題構造とスロットの例を表 2に示す．分析の
結果，親ノードとして「職務内容」「キャリアの目標
と方向性」など合計 8個の主要スロットが確認され
た．また，それぞれの親ノードの下には合計 20個
の子ノードが確認できた．

7 おわりに
本論文では，半構造化インタビューを対象とし
て，状態遷移モデルと LLMを組み合わせた対話制
御の枠組みのモデル化を提案した．特に，本論文で
は，状態遷移モデルの各状態におけるインタビュア
の発話生成，および，インタビュー対象者の発話理
解に基づく条件分岐判断において LLMを適用した．
提案手法により，複数のインタビュー対象者との間
のインタビュー対話を通じて，インタビューテーマ
の話題構造を構築し，半構造化インタビューを効率
よくモデル化する仕組みを実現した．
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A 対話遷移の共通モジュール
図 2，および，図 3の両方で共通に用いられる対話遷移の「共通モジュール」を図 4に示す．

図 4 構造化インタビュー (図 2)・半構造化インタビュー (図 3)の両方で共通に用いられる対話遷移の「共通モジュール」

B ペルソナ例と話題構造
表 1にインタビュー対象者として設定した 16種類のペルソナのうちの一例を示す．また，16ペルソナと

の対話例を分析して得た話題構造とスロットセットを表 2に示す．
表 1 インタビュー対象者のペルソナ例

項目 内容
名前 大崎アオイ
年齢 45歳
出身 茨城県
性別 女性
性格 外交的、誠実
過去のキャリア 大学病院に勤めている看護師、看護師になって 23年目、この大学病院でずっと勤務してきた。
現在のキャリア 高度な看護技術を持ち、専門看護師として救急外来で働いている。多忙な日々を送っている。
未来像 親の介護と仕事の両立が困難になってきたため、退職し、勤務時間を調整しやすい職への転職か部署の異動を

考えている。
考え 職場での経験と専門知識は大切にしたいが、家族を第一に考える必要があり、現在の部署で仕事を続けるのは

難しいと感じている。
その他の設定 兄が 2人いるが、遠くに住んでいるため、親の介護ができるのは自分だけである。高校生の娘と息子を持つ。

表 2 16対話の話題構造とスロットセット
スロット (親ノード) スロット (子ノード) スロット (親ノード) スロット (子ノード) スロット (親ノード) スロット (子ノード)

職務内容 診療科 忙しさとやりがい 忙しさ

転職の検討

転職理由
業務内容 やりがい 異動希望

キャリアの目標
と方向性

目標 必要なサポート
と希望

必要なサポート 看護業界を離れる
理由

興味のある分野 希望 興味のある職種
身につけたい
スキルや知識

家庭との両立

課題 転職の準備状況

不満点と課題 不満点 必要なサポート 将来の配属希望 配属希望
課題 希望
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